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明るい元気な家族は国保の願いです（福島秀延さん家族．王薪2）
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わ
が
国
の
医
療
保
健
制
度
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
全
体
の
医
療
費
が
一
年
問
で
二
十
兆
円
に
も
な

り
、
毎
年
一
兆
円
も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、
保
険
料
の
負
担
を
め
ぐ
る

制
度
の
見
直
し
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
比
較
的

所
得
の
低
い
人
た
ち
が
多
く
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）

は
、
毎
年
の
よ
う
に
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
態
は
深
刻
に

な
る
ば
か
り
で
す
。
市
民
の
三
七
％
、
一
万
七
千
二
百
人
が
加
入
し
て
い

る
市
の
国
保
財
政
も
、
医
療
費
の
増
加
に
よ
っ
て
ピ
ン
チ
を
迎
え
、
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
国
保
の
現
状
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

難
保
ぼ
器
醸
聴
鍵
助
け
合
う
制
度

　
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
何
ど
き
病

気
に
か
か
っ
た
り
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
医

療
費
を
全
部
自
分
で
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
一
家
の
生

計
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
国
民
は
ど
こ
か
一
つ
の
医

療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
、
共

済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人

以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
皆
さ
ん

が
ふ
だ
ん
か
ら
お
金
を
出
し
合
っ
て

医
療
費
に
当
て
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
の
経
済
的
負
担
を
少
な
く
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
お
互
い
が
助

け
合
い
、
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と

が
で
き
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

　
そ
し
て
、
高
額
療
養
費
や
出
産
の

と
き
の
助
産
費
、
死
亡
し
た
と
き
の

葬
祭
費
を
支
給
し
て
、
加
入
者
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

富田三郎さん
（神明町・医師）

社
会
保
障
の
抜
本
改
正
を

　
国
保
の
危
機
を
救
う
に
は
、
国
が

保
険
制
度
の
一
本
化
や
補
助
金
の
増

額
を
行
う
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
の

抜
本
改
正
が
必
要
で
す
ね
。
医
師
に

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
も
、

早
急
に
実
施
す
べ
き
で
す
。
加
入
者

は
、
予
防
に
力
を
入
れ
て
健
康
づ
く

り
に
励
む
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
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題
綴
療
費
の
急
揃
認
国
保
が
ピ
ン
チ

　
医
療
費
は
全
国
的
に
毎
年
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
技
術
の
進
歩

に
よ
り
医
療
の
内
容
が
高
度
に
な
っ

た
り
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高

い
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
て
い
る
た

め
で
す
。

　
当
市
の
国
保
加
入
者
一
人
当
た
り

の
医
療
費
も
左
表
の
と
お
り
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
増
え
方

は
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
元
年
度
は
、
昭
和
六
十
三

年
度
の
一
六
四
、
七
七
三
円
に
比
べ

二
一
、
一
〇
二
円
、
十
二
・
八
％
も

多
い
一
八
五
、
八
七
五
円
に
急
増
す

被保険者←人当たり医療費と保険料

205，842円

　　　　　　医療費
　　　　　　　　　　　　　　　185，875円

　140，851円
　　　　　　　　　　164，773円

　　　　　　152，046円
134，461円

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
、
下
表
の
と
お
り
比
較

的
病
気
に
か
か
り
や
す
い
五
十
歳
以

上
の
加
入
者
が
全
体
の
半
分
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
、
入
院
の
医
療
費
が
増
え
て
い
る

た
め
で
す
。
な
か
で
も
一
件
当
た
り

の
医
療
費
が
た
い
へ
ん
高
額
に
な
る
、

ガ
ン
や
心
臓
病
で
入
院
し
た
た
め
、

医
療
費
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
傾
向
は
続
く
も
の
と
予
想
さ

れ
、
平
成
二
年
度
の
医
療
費
も
一
人

当
た
り
で
二
〇
五
、
八
四
二
円
と
、

元
年
度
に
比
べ
約
二
万
円
、
十
一
％

彷円）

　　20

15

10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58，844円
　　　　48，528円　　　49・424円
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増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
国
保
は
い
ま
、
こ
の
医
療
費
の
急

増
、
そ
し
て
も
う
一
つ
、
加
入
者
全

～
歳
　

～
歳
　

～
歳
　

～
歳
　
歳
上

30
39
　
　
如
4
9
　
　
5
0
5
9
　
　
6
0
6
9
　
　
7
0
以

員
の
貯
金
で
あ
る
給
付
準
備
基
金
の

枯
渇
と
い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

や
む
を
え
ず
保
険
料
薔
引
蕎
幽
轍

　
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
当
た
り
の
保

険
料
は
平
成
元
年
度
ま
で
の
四
年
間

ほ
ぼ
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

　
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

医
療
費
の
増
加
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
か
っ
た
こ
と
、
低
所
得
者
の
保
険

料
軽
減
分
を
県
や
市
が
負
担
す
る
制

度
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
な
に
よ

り
も
、
さ
き
ほ
ど
ふ
れ
た
給
付
準
備

基
金
と
い
う
貯
金
が
多
く
残
っ
て
い

た
お
か
げ
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
急
増
し
た
元
年
度
の

医
療
費
を
支
払
う
た
め
そ
の
基
金
を

一
億
三
千
万
円
も
使
っ
て
し
ま
い
、

残
り
は
四
千
万
円
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
も
、
二
年
度
の
医
療

費
も
大
幅
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
二
年
度
の
一
人

当
た
り
保
険
料
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
三
千
万
円
に
倍
増
し
た

も
の
の
、
や
む
を
え
ず
元
年
度
の
当

初
予
算
よ
り
十
九
・
九
％
引
き
上
げ
、

五
八
、
八
四
四
円
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
四
ぺ
ー
ジ
の
県
内
二
十

市
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
決
し
て
高
い

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
当
大
幅

な
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
引
き
上
げ
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
な
暮
ら
し

を
守
り
、
支
え
る
国
保
を
健
全
に
運

営
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

必
要
な
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

富井信一さん
（馬場2・自営業）

国
保
は
目
に
見
え
な
い
保
障

　
国
保
の
掛
け
金
は
た
い
へ
ん
で
す

が
、
目
に
見
え
な
い
も
の
の
保
障
で
、

助
け
合
い
で
す
か
ら
、
多
少
の
負
担

は
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
四
十
代
・
五
十
代
の
人
が

大
き
な
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
今
一
度
自
分
の
健
康
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

小林ケイ子さん
（城之古1・農業）

先
の
こ
と
を
考
え
る
と

　
国
民
健
康
保
険
は
、
家
族
が
病
気

や
入
院
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
先
の

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
必
要
を

感
じ
ま
す
。
保
険
料
を
払
う
と
き
は
、

ほ
か
の
税
金
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
払

う
の
で
、
そ
れ
だ
け
の
実
感
は
な
い

の
で
す
が
、
や
は
り
主
婦
と
し
て
は

高
い
か
な
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
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保
険
料
の
決
鯵
錫
継
幽

四
つ
の
組
み
合
わ
せ
で

　
　
　
　
保
険
料
を
決
定

集
る
医
療
費
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
究

特
ま
ず
予
測
さ
れ
た
医
療
費
の
中
か
ら

　
左
表
の
負
担
割
合
の
よ
う
に
国
の
負

　
担
分
と
患
者
の
負
担
分
を
除
い
た
も

　
　
の
を
、
保
険
料
と
し
て
各
世
帯
か
ら

　
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
保
険
料
は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ

　
　
　
　
謡
鰯
難
繍
嚢

　
そ
の
負
担
は
、
次
の
四
つ
を
組
み

合
わ
せ
て
決
め
ま
す
。

①
世
帯
平
等
割
（
一
世
帯
に
い
く
ら

と
計
算
）
②
被
保
険
者
均
等
割
（
被

保
険
者
一
人
に
い
く
ら
と
計
算
）
③

，
所
得
割
（
被
保
険
者
の
収
入
に
応
じ

て
計
算
）
④
資
産
割
（
固
定
資
産
に

応
じ
て
計
算
）
で
す
。
保
険
料
の
納

付
は
七
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
八

回
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
負
担
割
合

“
医
療
費
一
万
円
で

　
　
　
　
　
　
み
た
場
合
匿

講灘保加磐，
　譲　　負　　医療費　3，000円
灘　響　1・，…円　（3・％）
慧難麟騰　　　る

鰯　分7，・鯛（醐　嚢嚢藝鍵

　　　　覇難灘灘饗譲羅灘騨

一人当たり当初予算額

出）（歳入）（歳

（
2
年
度
）

120，044円 120，044円
○
兀
亀
、
も
も

鎌鑛、1糠難嚢灘繋…

！　　，！　　　　　，1
ノ　　　！　　　　　　　1
4　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　，

、
、
　
　
　

もも

、　　　　　　　　　　、

、　　　　　　　　　　、

　、　　　　　　　　　、
　、　　　　　　　　　、

、婁嚢鮒糠ll襯蕪

130，809円 130，809円

蔭

翻
　
・

一
人
当
た
り
＝
二
万
八
〇
九
円

　
　
　
　
　
の
二
年
度
予
算

　
平
成
二
年
度
の
国
保
当
初
予
算
は

総
額
一
二
億
八
、
五
三
〇
万
円
で
す
。

歳
出
の
う
ち
保
険
給
付
費
が
一
六
億

三
、
○
○
○
万
円
、
老
人
保
健
拠
出
金

が
四
億
四
、
五
〇
〇
万
円
で
、
合
わ
せ

て
二
〇
億
七
、
五
〇
〇
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
で
予
算
総
額

の
九
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
保
険
料
が
九
億
七
、
O

O
O
万
円
で
四
四
％
、
国
庫
支
出
金

が
八
億
四
、
五
〇
〇
万
円
で
三
九
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繰
入
金
は

一
億
六
〇
〇
万
円
で
、
内
訳
は
基
金

か
ら
四
、
O
O
O
万
円
、
保
険
料
軽
減

分
の
補
墳
と
し
て
三
、
六
〇
〇
万
円
、

財
政
補
墳
と
し
て
三
、
O
O
O
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険

者
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
上

段
の
表
の
と
お
り
平
成
二
年
度
は
一

三
万
八
〇
九
円
で
元
年
度
に
比
べ
て
、

約
九
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
予
算
の
中
で
、
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
や
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど

に
も
積
極
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

（平成2年度当初予算）料（税人当た県

223，000円

医療．費

205，842鶏

、

）
　
O
円
3

万

25

20

　15

万円）

　8

58，844團保険料
62，641円

，
上
　
越

両
　
津

五
　
泉

豊
　
栄

十
日
町

栃
　
尾

カロ

茂

村

上

見
　
附

新
発
田

長
　
岡

白
　
根

新
　
井

5
　
　
　
0

糸
魚
川

小
千
谷

柏
　
崎

新
　
津

燕
三
　
条

新

潟

7

6

平
　
均

4
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灘
識
撒
保
毯
救
骸
検
診
と
健
康
づ
く
り

　
医
療
保
険
は
、
安
心
し
て
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

の
制
度
で
す
。
ふ
だ
ん
と
体
の
調
子

が
違
う
と
き
は
早
め
に
、
お
医
者
さ

ん
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
で
も
、
医
療
費
が
多
く
な
る
と
保

険
料
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
急
増
す
る
医
療
費
を
少
し
で

も
節
約
す
る
た
め
に
、
上
手
に
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
住
民

検
診
を
受
け
て
、
病
気
の
早
期
発
見

早
期
治
療
に
努
め
、
病
気
を
早
く
治

し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
病
気
に
か

　
　
く
医
療
費
を
節
約
す
る
六
ヵ
条

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
日

ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
軽
運
動
を
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
、
健
康
を
保
つ
努
力
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
左
表
は
、
医
療

費
を
節
約
す
る
六
ヵ
条
で
す
。
一
人

一
人
の
心
が
け
が
、
増
加
す
る
医
療

費
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
の
健

や
か
な
家
庭
生
活
を
守
り
、
さ
ら
に
、

健
全
な
国
保
財
政
を
築
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

灘銃 重複受診はやめよう 薯 できるだけ診療時間内に受診を

“
百旧回

戸
．
　

ウ
●
　
　
　
回
　
　
　
餌

　　　　　　　　ウ

爵　　ρ興持
o

9　口

検査、 処置、注射、薬などを 急病の場合はともかく、時間
やりなおすため、医療費のム 外は加算料金がつくし、お医
ダ使いになります。 者さんの負担にもなります。

摺 薬ねだりはやめよう

麗講？
簿 早期発見・早期治療を
尋　璽　　ρ
口ロロロ　　きo。

o ロロ
　　r3、）

やたらに診てもらうのは考え
やたらにねだる、指示どおり ものです。ふだんと様子が違
飲まない、 いずれも医療費の ったら、早めに受診をしまし
ムダになります。 よう。

1、嫉 家庭医を持とう

　　　　　　　　◎
猶 健康診断を受けよう

（
●σ

ζ． 《　　《

　　3 A
つ　　　　　　　ひ

　噛、、、6 凶
㌧　㌧，

病歴や体質などを把握してく
　　　（
治療より予防を心がけるため、

れているので、より治療効果 定期的な健康チエックを受け
が上がります。 ましょう。

馨　健康なまちづくりを目ざして
’　　～ヘルスパイオニアタウン事業はあなたの応援団～

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た

め
、
国
の
助
成
を
受
け
、

「
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ

ウ
ン
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
に
事
業

の
指
定
を
受
け
て
、
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
、
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
な
ど

の
各
種
団
体
と
連
絡
を
と

り
な
が
ら
、
「
ヘ
ル
。
バ
イ
推

進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
三
年
目
を
迎
え
た
今
年

　
　
　
次
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
事
業
に
参
加

し
て
、
あ
な
た
の
健
康
を
見
直
す
機

会
に
し
く
だ
さ
い
。

胃
と
歯
は

　
　
　
　
　
快
調
で
す
か

■
胃
が
ん
検
診
受
診
の
お
願
い
…
…

　
一
年
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

■
胃
が
ん
予
防
講
座
…
…
…
七
ヵ
所

　
程
度
の
地
区
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま

　
す
。

■
二
歳
児
歯
科
健
診
…
…
…
六
月
四

　
日
前
後
の
日
。
歯
科
医
師
会
と
共

　
催
で
す
。

■
保
育
所
・
幼
稚
園
児
歯
科
健
診
、

　
成
人
歯
科
相
談
…
…
…
十
一
月
頃

さ
わ
や
か
な
汗
を

　
　
　
　
　
流
し
ま
せ
ん
か

■
第
七
回
市
長
杯
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
大

　
会
・
…
…
：
十
月
中
旬
（
会
場
未
定
）

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
指
導
…
…

　
前
期
五
月
～
七
月
、
後
期
十
一
月

　
～
平
成
三
年
三
月
（
総
合
体
育
館
）

■
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
…
…
…

　
春
季
六
月
三
日
㈲
、
秋
季
八
月
十

　
九
日
⑭
（
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場
）

■
市
民
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
…
…
…
十

　
月
十
四
日
㈹
（
陸
上
競
技
場
）

ち
ょ
つ
と
勉
強
し
て

　
　
　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か

■
く
ら
し
の
健
康
講
座
（
市
民
会
館
）

　
…
…
…
五
月
～
十
二
月
（
十
六
回
）

■
分
館
講
座
（
赤
倉
、
島
、
津
池
、

　
江
道
分
館
）
…
…
…
六
月
～
平
成

　
三
年
三
月
（
八
回
）

里
局
齢
者
生
き
が
い
対
策
（
鐙
島
小
、

　
真
田
小
、
吉
田
小
、
名
ケ
山
小
）

　
…
…
…
七
月
～
十
月
　
　
・

■
健
康
を
考
え
る
講
座
（
下
条
地
区

　
公
民
館
）
…
…
…
五
月
～
平
成
三

　
年
三
月

■
心
と
体
の
健
康
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
大

　
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
i
）

　
…
…
…
六
月
～
十
一
月
（
六
回
）

■
川
治
健
康
づ
く
り
教
室
（
川
治
地

　
区
公
民
館
ほ
か
）
…
…
…
五
月
～

　
十
一
月
（
十
四
回
）

■
水
沢
健
康
教
室
（
水
沢
地
区
公
民

　
館
、
野
中
、
馬
場
分
館
）
…
…
…

　
六
月
～
平
成
三
年
三
月

■
児
童
健
康
相
談
室
（
公
立
保
育
所

　
七
ヵ
所
）
…
…
…
六
月
～
十
二
月

あ
な
た
の
健
康

　
　
　
づ
く
り
を
教
え
て

■
健
康
づ
く
り
作
文
（
実
践
記
録
）

　
の
募
集
（
八
　
月
）

90

健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
7
墨
ア

■
九
月
二
十
八
日
㈹
、
二
十
九
日
ω
、

　
三
十
日
㈲
の
三
日
間
。
ク
ロ
ス
ー
0

5　とr6』厚夢3平成2年5月10日
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市
民
一
斉
清
掃
の
日
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
月
～
11
月
の
毎
目
1
0
日
朝
6
時
～
7
時

　
市
制
施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
始

め
た
「
市
民
一
斉
清
掃
の
日
」
は
、
七

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
五
月
かみんなの力できれいなまちづくり

ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
清
掃
の
場
所

　
町
内
の
道
路
、
公
園
な
ど
。
ほ
か
に

春
、
秋
の
年
二
回
、
川
な
ど
の
清
掃
も

行
い
ま
す
。

■
清
掃
の
方
法

　
ω
町
内
、
衛
生
組
合
な
ど
が
単
位
と

な
り
ま
す
。

　
⑭
「
も
え
る
ゴ
ミ
」
と
「
も
え
な
い

ゴ
ミ
」
に
分
け
て
、
ゴ
ミ
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま
で
は
保
管
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
㈹
側
溝
の
清
掃
は
今
ま
で
ど
お
り
、

町
内
単
位
で
行
っ
て
い
た
方
法
で
お
願

い
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　
ゴ
ミ
袋
、
火
バ
サ
ミ
を
希
望
す
る
場

合
は
、
衛
生
組
合
単
位
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
重
い
側
溝
の
ふ
た
を
簡
単
に
．

取
り
は
ず
せ
る
「
側
溝
ふ
た
上
げ
機
」

や
、
排
水
溝
な
ど
の
消
毒
に
便
利
な

「
消
毒
機
（
三
兼
機
）
」
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ロ
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
環
境
衛

生
係
（
奮
57
1
3
1
1
1
内
線
瑚
）
へ
。

人名用漢字が増えました
　～子どもの名前に使われます～

　戸籍法施行規則の一部が改正され、

4月1日より出生届の際に子の名に付

けることができる漢字が、新たに118文

字追加されました。

　追加された漢字は、次のとおりです。

鳳諄蒼舜笙皐僚汀椰杜旺彗奎凛伎
鴻邑蓮芹紬眉燦汰椿柊昴彪媛凪伽
鵬醇蕉茄絃瞭耀洲楊柚曇恕嬉凱侃
麟采衿茅綜碩爽湧榛柾晟憧宥勤倖
黎雛袈莞編秦玖滉槻栞農拳峻叡倭
黛鞠裟菖綺稀琳漱樺梧暉捷嵐叶偲
　颯詞董耀稜瑚濡檀椋曙捺嵯唄冶
　魁誼蒔胡竣瑳煕毬椎朔於巽啄凌

6
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三
好
園
が
デ
イ

　
四
月
二
十
六
日
㈲
午
後
一
時
か
ら
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
で
、

お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
寄
付
金
の
配

分
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き

の
寄
付
金
の
中
か
ら
、
百
六
十
万
円
が

三
好
園
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

同
園
で
は
こ
の
寄
付
金
を
も
と
に
し
て
、

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
用
の
送
迎
車
を
購
入

し
た
も
の
で
す
。

　
同
園
に
入
園
し
て
い
る
お
年
寄
り
や
、

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
来
園
し

て
い
た
お
年
寄
り
、
ま
た
、
職
員
ら
が

・
サ
ー
ビ
ス
用
送
迎
車
購
入

お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
寄
付
金
の
配
分
で

参
列
す
る
中
、
庭
野
中
条
郵
便
局
長
か

ら
三
好
園
を
運
営
し
て
い
る
、
社
会
福

祉
法
人
十
日
町
寿
福
祉
会
の
池
田
作
三

理
事
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
送
迎
車
は
四
輪
駆
動
の
ワ
ゴ
ン

車
で
、
車
イ
ス
ニ
台
を
含
め
六
人
乗
車

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冬
期
間
や
狭

い
道
路
で
の
安
全
が
確
保
さ
れ
、
送
迎

時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
な
ど
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
の
三
好
園
の
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

の
登
録
者
は
七
十
七
人
で
、
開
設
さ
れ

て
か
ら
の
利
用
者
数
は
二
千
五
百
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
日
の
利
用

者
数
も
十
人
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

豊灘嘱

顯醸灘

懸き

欝。

送迎車の前で行われた配分式

市役所・出張所は7月から

　毎月第2・第4土曜日を

　　休ませていただきます

第2・第4土曜日に業務を休むところ 今までどおり業務を行うところ

◆市役所本庁

◆下条、吉田、水沢の各出張所

（ただし公民館業務は今までど

◆福祉関係

　保育所、身体障害者福祉セン

　ター、老人福祉センター羽根

　川荘、老人憩いの家四ツ宮荘

◆教育関係

　小・中学校、視聴覚ライブラリ

　ー、理科センター、公民館、市

　民会館、博物館、市史編さん室

◆体育関係

　体育課（総合体育館など各種

体育施設）

◆生活関係

　衛生施設組合（ごみ、し尿の

　収集・火葬場）、浄配水場

◆消防関係

　消防本部、消防署

　おり）

◆水道局（浄配水場を除く）

◆下水処理センター

◆学校給食共同調理場

◆青少年ホーム、少年育成セン

　ター

※　出生届、婚姻届、死亡届、

　火葬許可証の受付は、日曜日

　と同様に市役所地下1階の当

　直室で行います。



企
業
創
造
化
補
助
金
制
度

　
　
　
　
ゆ
め
・
わ
ざ
・
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

　
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
消
費
者
二
ー
ズ
の
多
様
化
、
個
性
化
、
量
か
ら

質
へ
の
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
急
速
に
進
む
技
術
革
新
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
一
歩
進
ん
だ
事
業
展
開
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
県
で
は
新
た
な
事
業
を
考
え
て
い
る
中
小
企
業
者
ま
た
は
そ
の
団
体

に
補
助
金
を
出
し
、
ゆ
め
・
わ
ざ
・
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

＊ゆめづくり支援補助金＊

　新製品、新技術を開発するための企画・調査に要する経費への補助

　補助率　者　補助額　50万円～100万円

＊わざづくり支援補助金＊

　新製造法の開発、製造技術の改良、新材料の開発、公害防止関連技術などの開

発に要する経費への補助

　研究枠’　　補助率号以内　　補助額　300万円～700万円

　高度技術枠　　〃　号以内　　　〃　　300万円～500万円

　一般技術枠　　〃　者以内　　　〃　　100万円～300万円

＊ものづくり支援補助金＊

　異素材の利用、異分野技術の利用、新市場への取り組みなどによる新商品の開

発に要する経費への補助

　補助率　青以内　　補助額　100万円～300万円

1〉募集締め切り　5月25日働まで。

〉申し込み　工業技術センター（県立十日町高等職業訓練校内暦52－5047）へ。

1〉その他　締め切り後、審査委員会で適否を決めます。なお、事業によっては

　予備調査を行います。

人材確保ゆとり融資制度

　
従
業
員
の
労
働
時
間
の
短

縮
を
進
め
よ
う
と
す
る
中
小

企
業
者
に
対
し
、
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
材
の
確
保
を
図
り
、
勤
労

者
福
祉
の
向
上
を
進
め
る
も

の
で
す
。

▼
融
資
対
象
者

　
中
小
企
業
者
で
、
県
内
に

お
い
て
一
年
以
上
継
続
し
て

同
一
事
業
を
営
む
人
。
た
だ

し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

①
返
済
能
力
が
認
め
ら
れ
な

　
い
人

②
金
融
機
関
か
ら
取
引
停
止

　
処
分
を
受
け
て
い
る
人

③
県
信
用
保
証
協
会
が
行
っ
た
代
位
弁

　
済
に
対
す
る
債
務
が
終
わ
ら
な
W
人

④
制
度
融
資
を
不
正
に
利
用
し
た
人

⑤
知
事
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
人

▼
融
資
条
件

①
限
度
額
　
五
、
○
○
○
万
円

②
利
　
率
　
年
四
・
九
五
％

③
期
　
間
　
設
備
資
金
七
年
以
内

　
　
　
　
　
運
転
資
金
三
年
以
内

④
返
済
方
法
　
割
賦
返
済

▼
取
扱
金
融
機
関

　
県
内
に
本
店
の
あ
る
銀
行
、
信
用
組

合
、
信
用
金
庫
な
ど
の
金
融
機
関

▼
問
い
合
わ
せ

県
商
工
労
働
部
商
工
企
画
課
金
融
係
・

経
営
係
（
智
幡
ー
獅
1
5
5
1
1
）
へ
。
鵯

騨暑躾新展開資金融資制度

　
中
小
小
売
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
者
に
対
し
、
消
費
者
二

ー
ズ
に
適
合
し
た
魅
力
あ
る

店
づ
く
り
の
た
め
、
改
造
に

必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

▼
融
資
対
象
者

　
中
小
企
業
者
で
、
県
内
に

お
い
て
小
売
業
ま
た
は
サ
ー

ビ
ス
業
を
三
年
以
上
営
ん
で

い
る
人
。
た
だ
し
、
次
に
該

当
す
る
人
は
、
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
同
一
年
度
内
で
県
商
業
・

　
サ
ー
ビ
ス
業
新
展
開
資
金
、

　
県
大
型
店
等
進
出
対
策
資

　
金
ま
た
は
県
中
小
企
業
高

度
化
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る
人

②
融
資
の
対
象
と
な
る
店
舗
改
造
の
工

　
事
を
完
了
し
た
人

③
返
済
能
力
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

④
金
融
機
関
か
ら
取
引
停
止
処
分
を
受

　
け
て
い
る
人

⑤
制
度
融
資
を
不
正
に
利
用
し
た
人

⑥
知
事
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
人

▼
融
資
条
件

①
限
度
額
　
三
、
○
○
○
万
円

②
利
　
率
　
年
五
・
二
五
％

③
期
　
問
　
七
年
以
内

④
返
済
方
法
　
割
賦
返
済

▼
取
扱
金
融
機
関

「
人
材
確
保
ゆ
と
り
融
資
制
度
」
と
同

じ
。▼
問
い
合
わ
せ

「
人
材
確
保
ゆ
と
り
融
資
制
度
」
と
同
じ
。

⑫翻◎⑳㊧㊨

③
＠
④
㊨

　
　
消
費
者
協
会
で
は
、
賢

　
い
消
費
者
に
な
る
た
め
、

　
次
の
よ
う
な
運
動
を
進
め

　
て
い
ま
す
。

▼
生
活
を
合
理
化
す
る
。

▼
商
品
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

▼
消
費
者
保
護
制
度
を
理
解

　
す
る
。

▼
消
費
者
の
生
活
上
の
苦
情

　
を
処
理
す
る
。

▼
消
費
者
の
意
志
を
行
政
に

　
反
映
さ
せ
る
。

会
　
費
　
一
、
○
○
○
円

申
し
込
み
　
消
費
者
協
会

　
（
商
工
観
光
課
内
盈
5
7
i

　
3
1
1
1
内
線
劉
）
へ
。

灘灘馴の
大
パ
レ
ー
ド
に
、
ミ
ス
十
日
町
雪
ま

つ
り
の
本
田
順
子
さ
ん
、
上
原
里
美
さ

ん
が
参
加
。
国
際
的
大
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
、
美
し
い
き
も
の
を
着
た
二
人
の
姿

が
、
映
え
て
い
ま
し
た
。
雪
ま
つ
り
と

こ
の
仮
装
行
列
の
交
流
を
始
め
て
、
今

年
で
七
回
目
を
数
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

　
五
月
二
・

三
・
四
日

に
行
わ
れ

た
”
第
3
8
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i剛

南極の氷を
　　市にプレゼント
～五軒新田出身の山口立雄さん～

＊

＊

　
四
月
十
四
日
ω
、
市
に
突
然
南
極
の
氷
が

宅
配
便
で
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
送
り
主
は
、

南
極
観
測
隊
に
参
加
し
た
山
口
立
雄
さ
ん
。

（
岡
山
市
在
住
・
四
十
一
歳
）

　
山
口
さ
ん
は
五
軒
新
田
の
出
身
で
、
昭
和

六
十
三
年
十
一
月
、
南
極
に
出
発
し
た
第
三

十
次
南
極
観
測
隊
の
一
員
で
す
。
南
極
で
は

基
地
周
辺
の
細
菌
汚
染
状
況
の
観
測
と
環
境

衛
生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
任
務
に
あ
た
り
、

こ
の
ほ
ど
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
き
も
の
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
生
か
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。碁　　　灘

南極の氷を手にする丸山市長

＊

球春を告げる
　　　　　総合開幕式
～十日町市野球連盟が初の試み～

　
四
月
二
十
二
日
㈹
、
十
日
町
市
野

球
連
盟
は
球
春
を
告
げ
る
初
の
試
み
、

総
合
開
幕
式
を
笹
山
球
場
で
行
い
ま

し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
青
空
の
も
と
、
プ
ラ

カ
ー
ド
を
先
頭
に
五
十
チ
ー
ム
、
五

百
人
の
選
手
が
堂
々
の
入
場
。
吉
沢

連
盟
会
長
は
「
近
年
社
会
人
野
球
チ

ー
ム
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
十
二

様
の
台
地
に
ナ
イ
タ
i
付
野
球
場
建

設
も
決
ま
り
、
こ
れ
を
契
機
に
再
び

野
球
王
国
を
復
活
し
べ
ー
ス
ボ
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
を
目
ざ
し

た
い
」
と
決
意
を
話
し
ま
し
た
。
続

い
て
特
別
表
彰
、
前
年
度
成
績
優
秀

チ
ー
ム
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　．無　　　　霧霧饗難難
　嚢．　　　　脳輔一…黙懸　継黙
　　懸陶一一、＿　　　 磁　　　　　　　灘
　馨灘　　　　舞罵　　　撒　灘灘
騰嚢鐵　　難，　・、、灘灘
野球王国復活への足がかりに開幕式

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
関
口
体

協
会
長
、
近
藤
助
役
、
生
越
教
育
長

に
よ
る
始
球
式
で
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

べ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
遠
投
、
ホ
ー

ム
ラ
ン
競
争
が
行
わ
れ
、
開
幕
に
ふ

さ
わ
し
い
新
企
画
に
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、
快
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

わたしたち

明
日
に
は
ば
た
く

　
　
　
　
　
　
　
川
治
っ
子
〃
“

　
わ
た
し
た
ち
の
川
治
小
学
校
は
、
大

正
十
二
年
に
創
立
と
い
う
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
学
校
で
す
。
「
明
日
に
仰
ぐ
苗
場

山
、
い
か
し
き
姿
鏡
に
て
…
…
」
と
、
校

歌
で
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
苗
場
山

を
仰
ぎ
信
濃
川
が
と
う
と
う
と
流
れ
る
、

そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
学
校
の
朝
は
、
オ
ア
シ
ス
運
動
と
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
繋

心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
繋

塘
　
』

や
ユ
ヤ
コ
ヤ
ロ

、
、
　
　
　
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
灘
な

、
・
　
　
　
　
　
．
欝

C
コ
ー
ス
で
の
朝
マ
ラ
ソ
ン
の
二
つ
で

始
ま
り
ま
す
。
オ
ア
シ
ス
運
動
と
は

「
お
は
よ
う
、
あ
り
が
と
う
、
し
つ
れ

い
し
ま
す
、
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
あ

川
治
小
学
校

（
品
川
睦
校
長
・
児
童
数
五
六
九
人
）

阿部絹代さん
　　　（6年）

い
さ
つ
運
動
で
す
。
C
C
コ
ー
ス
と
は

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
頭
文
字
で
、
先

生
と
児
童
が
い
っ
し
ょ
に
目
標
に
向
か

っ
て
走
り
ま
す
。
こ
の
体
力
作
り
は
、
そ

の
ま
ま
部
活
で
生
か
さ
れ
ま
す
。
特
に

相
撲
部
は
県
大
会
五
連
勝
、
中
越
大
会

で
は
始
ま
っ
て
以
来
負
け
知
ら
ず
で
す
。

十
両
に
昇
進
し
た
大
鈴
木
先
輩
に
続
け

と
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
に

運
動
部
は
陸
上
、
水
泳
、
自
転
車
、
野

球
、
ミ
ニ
バ
ス
、
ス
キ
ー
。
文
化
部
で

は
器
楽
、
合
唱
、
美
術
が
あ
り
、
そ
れ

　
義
ミ
ミ
星
　
　
　
　
　
　
蔓
霧
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

蘇
　
箋
　
　
　
　
　
　
　
送

緩
案
　
　
　
　
齢

蘇
．
　
　
　
砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

一
業
、
．
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
｝
ξ
霧
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
調

剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
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すばらしい演奏に酔いしれるジャズファン

ジ
ャ
ズ
共
和
国
建
国

　
　
　
～
十
日
町
ジ
ャ
ズ
狂
倶
楽
部
が
独
立
国
に
～

　
四
月
二
十
二
日
㈹
、
全
国
で
も
初

め
て
の
ジ
ャ
ズ
共
和
国
が
十
日
町
に

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
六

十
年
に
発
会
し
た
十
日
町
ジ
ャ
ズ
狂

倶
楽
部
の
定
例
ラ
イ
ブ
の
開
催
が
、

今
回
で
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
地
元
十
日
町
市
、
ひ
い
て

は
広
く
日
本
ジ
ャ
ズ
界
に
貢
献
し
よ

う
と
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ク
ロ
ス
m
で
行
わ
れ
た
建
国
祭
に

は
、
五
百
人
を
超
え
る
ジ
ャ
ズ
フ
ァ

ン
が
集
ま
る
中
、
大
統
領
に
片
桐
謙

次
さ
ん
（
本
町
東
一
・
四
十
五
歳
）

を
は
じ
め
、
各
閣
僚
が
国
民
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の
島
田

政
之
助
氏
の
祝
辞
の
あ
と
、
ジ
ャ
ズ

共
和
国
建
国
に
協
力
を
し
た
個
人
、

団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
地
元
の
ア
ッ
プ
ビ
ー

ツ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
建

国
祭
ス
ー
。
バ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
銘
を

打
っ
た
、
国
内
の
一
流
ジ
ャ
ズ
演
奏

家
の
迫
力
あ
る
演
奏
を
、
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ぞ
れ
優
秀
な
成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。

　
児
童
会
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
各
委
員
会
の
活
動
の
ほ
か
に
、
楽

収穫祭を楽しみに稲刈リ作業

し
い
集
会
が
あ
り
ま
す
。
一
年
生
を
迎

え
る
会
、
七
夕
集
会
、
年
忘
れ
子
ど
も

祭
り
、
年
賀
状
抽
選
会
、
豆
ま
き
集
会
、

六
年
生
を
送
る
会
な
ど
、
全
校
児
童
が

協
力
し
あ
っ
て
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま

す
。　
ま
た
、
学
校
近
く
の
水
田
を
借
り
、

毎
年
五
年
生
は
田
お
こ
し
か
ら
稲
刈
り

ま
で
の
米
作
り
を
体
験
し
ま
す
。
秋
に

は
も
ち
つ
き
や
赤
飯
に
し
て
、
収
穫
祭

を
楽
し
み
ま
す
。

　
先
生
方
と
児
童
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
汗
を
流
し
た
り
楽
し
む
、
こ
れ
が
わ

た
し
た
ち
の
学
校
自
慢
だ
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ヨ
取

ながる

　　　　　　　　本　　　　　　　日　　　　　　が　　　　　力　　　　場　　　と　　　モ　の　な瓦

翻
難
、

　　　　　　ん　　　　　さ　　　　昔　　　の　　　ブ
　　ジ
　クる

夢をカ

地勢舌催

　
0
」
と
は
…
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　
こ
の
O
L
に
取
り
組
む
仲
間
が
、
十

日
町
．
下
条
O
L
ク
ラ
ブ
（
会
員
∠
十

二
人
）
で
す
。
「
そ
の
し
ょ
は
、
O
」
（
オ

フ
ィ
ス
・
レ
デ
ィ
ー
）
と
遊
ば
ん
が
趣

味
の
し
ょ
か
い
」
と
早
合
点
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
O
L
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
向
を
定
め
て
（
○
ユ
①
目
一
R
9
）
走
る

（
一
「
帥
亀
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

大
自
然
の
中
で
地
図
と
コ
ン
パ
ス
（
方

位
磁
石
）
を
頼
り
に
、
地
図
上
に
落
と

さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
な
が
ら
タ
イ

ム
と
正
確
さ
を
競
う
、
今
最
も
ナ
ウ
イ

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
す
。

　
下
条
地
区
内
の
観
光
資
源
を

　
　
　
　
　
結
ぶ
日
本
公
認
コ
ー
ス

　
下
条
地
区
内
に
は
、
新
保
広
大
寺

（
民
謡
の
ふ
る
さ
と
）
、
中
峰
神
社
（
蚕

業
・
産
業
の
神
様
）
、
原
の
天
満
宮
（
学

問
の
神
様
）
、
県
下
初
の
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場

の
あ
る
下
条
中
央
公
園
な
ど
の
観
光
資

源
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
と
点
を
線
で

結
ぶ
も
の
が
な
い
か
と
考
え
、
誘
致
し

た
の
が
O
L
日
本
公
認
コ
ー
ス
で
す
。

O
L
に
は
正
確
な
地
図
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
地
図
調
査
の
た
め
県
O
L

協
会
や
新
潟
大
学
O
L
ク
ラ
ブ
と
協
力

託
、
現
地
踏
査
の
案
内
役
を
務
め
た
の

方
こ
の
仲
間
で
す
。

　
県
O
」
協
会
大
会
を
主
催

　
　
　
　
ミ
ニ
コ
ー
ス
を
設
置

　
今
年
で
オ
ー
プ
ン
一
二
年
目
。
毎
年
、

県
O
工
協
会
と
協
力
し
て
県
大
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
今
年
は
五
月
二
十
七
日

㈹
で
す
が
、
県
内
各
地
か
ら
お
お
ぜ
い

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
で
も
、
市
内
に
は
ま
だ
な
じ
み

が
薄
い
た
め
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
ミ

ニ
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
り
、
講
習
会
を

開
い
た
り
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
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　　　　I　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　◆

、 の

國　　家の近くに、気軽に子ども　　と遊べる公園があったらと思

います。

休日には子どもといっしょに過ご

すのがわたしの楽しみです。ふだん

子守をするときは、外で遊ばせたい

と思っています。ところが、家の近

くに適当な場所がありません。そこ

で近所のショッピ）ングセンターに行

ったりしています。十日町公園に行

ったこともあ髭）ますが、子どもを連

れて行くにはちょっと遠い気がしま

すし、車では行けないみたいです。

できれば、町内に小さな公園が欲し

いのですが。

近所に子どもと遊べる公園を

囚ま孚園整備は着々と進めてい

市内には、市街地周辺の土地区画

整理事業によってできた児童公園が、

12ヵ所ありますが、市街地中心部の

公園が不足しているのが現状です。

阿部敏夫さん（加賀糸屋町）

この欄では￥皆さんのところに

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題￥

市に対する提言￥ご意見をお侍ち

していますのでご連絡ください。

囹連絡先／総務課文書広報係

　　（盈57－3／／1内線213・2／4）

市街地中心部の公園を建設するに

は、市街地再開発事業などの制度を

活用し、公園用地を確保する方法が

あります。昨年策定された長期発展

計画の中では、地域的にバランスの

とれた公園の設置を計画しています。

今、市が整備を進めている公園は、

山本原地内に運動施設を備えた総合

公園と、十日町駅西地区の旧千手発

電所材料運搬線の跡地を利用した緑

道があります。

今年、総合公園では野球場とテニ

スコート4面を完成させ、来年以降、

多目的グラウンドや遊歩道などを作

ります。また、緑道については、水

辺空間を利用した公園を計画してい

ます。最近では、クロス10の正面に

きもの広場が完成しています。

　どうぞ、ちょっと遠いかも知れま

せんが、足を延ばしていただき、ご

利用いただければと思っています。

　　　　　（克雪都市計画課）

濁
ミ
・
濁
輸
淘
滴
噸
濁
輸
喝
輸
雨
濁
適
濁
簡
£
菊
刃
℃

魑　
　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
能
登
半
島

の
つ
け
根
、
能
登
半
島
国
定
公
園
の
一

角
に
あ
る
富
山
県
氷
見
市
で
す
。
味
と

　
ロ
マ
ン
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
今
グ
ル

メ
し
好
の
若
者
に
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。
特
に
氷
見
ぶ
り
、
氷
見
い
わ
し
は

有
名
で
す
。
ま
た
、
朝
日
山
公
園
か
ら

望
む
明
け
方
の
眺
望
は
、
水
平
線
か
ら

昇
る
朝
日
が
立
山
連
峰
に
光
り
輝
き
、

ま
さ
に
山
紫
水
明
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
わ
た
し
は
、
十
五
歳
ま
で
氷
見
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
家
の
裏
山
に
は
、
日

本
一
の
い
ち
ょ
う
の
木
が
あ
る
朝
日
山

公
園
が
あ
り
、
そ
こ
で
よ
く
遊
び
ま
し

た
。
海
へ
も
ぐ
っ
て
は
天
草
を
採
り
、

川
で
は
ボ
ラ
釣
り
、
山
登
り
と
雄
大
な

自
然
の
中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　
　
十
五
歳
で
仏
閂
の
世
界
に
入
り
、
石

川
県
金
沢
市
、
群
馬
県
沼
田
市
と
修
行

を
重
ね
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
に
初
め

て
十
日
町
に
来
ま
し
た
。
結
婚
す
る
な

ら
新
潟
の
人
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

念
願
が
か
な
い
ま
し
た
。
住
職
が
心
の

ゆ
券餉噺偏県

石1￥￥県憂

癌療鼻

　甑％鼻

忌勇県

　藤蘇

広
い
人
で
、
自
分
を
温
か
く
迎
え
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
高
島
も
氷
見
に
負
け
な
い
く
ら
い
四

季
折
々
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
春
に

は
椿
や
こ
ぶ
し
が
咲
き
、
六
月
に
は
藤
、

秋
に
は
紅
葉
が
山
を
染
め
る
。
ま
た
、

眼
下
を
見
渡
せ
ば
日
本
一
の
信
濃
川
が

横
た
わ
り
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
元
の
皆

　
　
　
　
　
せ
い
こ
う
う
ど
く

さ
ん
が
働
く
晴
耕
雨
読
の
姿
を
見
る
と
、

何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
を

か
き
た
て
ら
れ
ま
す
。
今
、
手
作
り
の

思
い
川
公
園
を
大
き
く
し
、
自
然
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あさ　ひ　ほう　ふ

朝日芳夫さん
　　（高島1・，48歳）

幽身地　富山県氷見市

ユ0
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・いか…4はい・ごぽう甲

いかの胴の長さ2本・人参

…ごぽうと同じくらい・ビ

ーマン1イ固（色どりに）

煮汁（砂糖…大さじ／・し

よう油…大さじ3・塩．み

りん少々）

隙
か
の
毬
ぽ
疹
詰
め

木シサさん

5埜。8讐）
斎
倦

　
ご
ぽ
う
の
香
り
が
広
が
り
ま
す

　
わ
が
家
は
大
家
族
な
の
で
、
お
か
ず

も
た
っ
ぷ
り
作
り
ま
す
。
こ
の
い
か
は

子
ど
も
た
ち
も
喜
び
ま
す
し
、
お
酒
に

も
合
う
の
で
よ
く
作
り
ま
す
。
足
は
敬

遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
胴
に
詰
め
て
み

ま
し
た
。
ご
ぼ
う
で
ひ
と
味
違
い
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
①
足
を
胴
か
ら
は
ず
し
、

ワ
タ
を
除
き
、
足
を
二
つ
に
分
け
る
。
胴

は
さ
っ
と
ゆ
で
る
。
（
皮
は
そ
の
ま
ま
）

②
ご
ぼ
う
・
人
参
は
長
い
ま
ま
四
つ
割

り
に
し
、
足
と
い
っ
し
ょ
に
砂
糖
大
さ

じ
一
弱
・
し
ょ
う
油
大
さ
じ
一
・
だ
し

汁
大
さ
じ
三
で
い
り
煮
す
る
。

③
胴
に
足
は
互
い
違
い
、
ご
ぼ
う
・
人

参
も
二
本
ず
つ
詰
め
る
。
味
が
な
じ
む

よ
う
少
し
切
れ
目
を
入
れ
、
煮
汁
の
中

で
こ
ろ
が
す
よ
う
に
か
る
く
煮
る
。
二

紬
．
ぐ
ら
い
の
幅
で
輪
切
り
に
し
、
皿
に

並
べ
て
あ
ん
を
か
け
る
。
　
（
あ
ん
は
、

薄
じ
ょ
う
油
大
さ
じ
二
を
火
に
か
け
、

水
溶
き
片
栗
粉
少
々
を
入
れ
て
、
つ
や

が
出
る
ま
で
練
る
）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
6
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　　（量力齊）

＿　　優太くん（長男）右
局橋
　　　孝太くん（2男〉左

正樹・幸子さん長男・2男

　　（下川原町）

　ぼくたち双子なんだよ。おじいちゃんとおばあちゃんといつ

も遊んでいるんだ。幼稚園にも元気で行っているよ。二人でけ

んかもするけど、とても仲良しなんだ。

　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

下条保育所

　　　⑮グ

　ザリガニとおたまじゃくし

を描いたんだ。ザリガニをい

っしようけんめい描いたよ。

　保育所のうさぎ小屋のそう

じをしたの。うさぎがいっば

いいるんだよ。

　
　
　
　
（
5
歳
）

角
山
　
薫
ち
ゃ
ん

　
　
難
灘
欝
欝

＠
ン
『
σ
伊
膨
併
伊
伊
伊
併
膨
膨
伊
伊
膨
伊
傷
＠
併

㌧」2
佐
藤

サ
ダ
さ
ん

　
　
（
南
雲
・
8
8
歳
）

　
わ
た
し
が
こ
こ
へ
嫁
に
来
た
ん
は
、

二
十
一
歳
の
時
で
、
そ
の
こ
ろ
八
軒
し

か
う
ち
が
な
か
っ
た
の
。
周
り
に
見
え

る
と
こ
て
ば
三
軒
し
か
な
く
、
さ
び
し

か
っ
た
よ
。
と
っ
て
も
い
ら
ん
ね
え
と

思
っ
た
よ
。
そ
い
だ
ど
も
、
こ
こ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
わ
ご
う

し
ょ
は
わ
り
あ
い
と
和
合
が
よ
く
て
、

み
ん
な
し
て
話
を
し
た
り
、
も
ら
い
風

呂
な
ん
か
も
し
た
り
し
た
ん
そ
。

　
昔
は
こ
こ
ら
は
「
む
じ
な
っ
原
」
そ

う
い
っ
た
ん
だ
ど
も
、
ほ
か
に
行
っ
て

「
む
じ
な
っ
原
」
じ
ゃ
い
や
だ
す
け
に
、

み
ん
な
し
て
「
南
雲
」
に
決
め
た
ん
そ

ね
。
そ
い
か
ら
鎮
守
様
を
ど
う
し
て
も

建
て
ね
じ
ゃ
な
ら
ん
て
っ
て
、
み
ん
な

し
て
昭
和
元
年
に
南
雲
神
社
を
建
っ
て

2

そ
ね
。
昔
は
神
社
の
春
祭
り
が
に
ぎ
や

か
で
、
め
ぐ
ら
の
人
が
お
お
ぜ
い
来
た

ん
そ
ね
。
赤
飯
や
だ
ん
ご
を
い
っ
ぺ
作

っ
て
、
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
り
、

酒
を
飲
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
た
の
。

　
昔
は
雪
が
ご
う
ぎ
降
っ
た
て
だ
。
隣

に
来
て
い
た
し
ょ
が
、
う
ち
で
一
日
わ

ら
仕
事
を
し
て
夕
方
帰
ろ
て
や
ん
だ
ど

も
、
雪
が
ご
う
ぎ
で
家
に
入
ら
ん
ね
で

泊
ま
っ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
そ
。

　
苦
労
て
や
ん
は
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た

ど
も
、
子
ど
も
を
学
校
に
出
す
の
に
骨

お
っ
た
。
冬
に
な
る
と
つ
れ
あ
い
が
子

ど
も
ら
を
学
校
に
送
っ
て
い
か
ん
だ
ど

も
、
学
校
に
着
く
の
が
十
時
こ
ろ
に
な

っ
て
、
ま
た
迎
え
に
行
っ
た
ん
そ
ね
。

帰
っ
て
く
る
と
、
マ
ン
ト
や
す
っ
ぽ
ん

を
み
ん
な
じ
ろ
で
乾
か
さ
ん
だ
て
。

　
昭
和
二
十
五
・
六
年
の
こ
ろ
か
ら
良

く
な
っ
て
き
た
っ
て
だ
。
村
が
で
き
て
、

学
校
が
で
き
て
、
電
気
も
き
て
、
電
気

を
ひ
っ
ぱ
っ
て
く
る
の
も
た
い
へ
ん
だ

っ
た
。

　
道
も
よ
く
な
っ
た
し
、
今
は
年
と
っ

て
、
苦
労
も
ね
し
、
心
配
す
る
こ
と
も

な
く
な
っ
た
の
。

ユ、ユ』76』6辞』雪平成2年5月10日
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■入場料　大人券（高校生以上）1，500円、子ども券（小中学生）700円

　　　　　親子券（大人・子ども各1人）2，000円、幼児：無料

■前売券　各地区公民館・保育所などにあります。

一問い合わせ　十日町市社会福祉協議会（盈内線134）へ。

一一…一一一一一…一一一一一一紹　　 介・一一一一一一…一一r一一一

　「デフ・パペットシァター・ひとみ」は、’耳の聞こえない人と聞こえる人が

いっしょに作っている、世界でたった一つの人形劇団です。「デフ」は、耳が

聞こえないこと、「パペットシアター」は、人形劇場のことです。N　H　Kテレ

ビ「ひょっこりひょうたん島」でおなじみだった「ひとみ座」のメンバーが中

心に結成されました。耳の聞こえない人にも、聞こえる人にも楽しんでもらえ

る人形劇として、国際的にも高い評価を受けています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ぐら
　仮面の人形と長さ14mの大蛇を使い、中国と日本に伝わる神楽の手法を取り

入れた、大胆な演出が一番の見どころです。家族そろっておいでください。

青少年育成十日町市民会議

　　　　総会と講演会

■と　き　5月19日（土）

総会：午後7時　講演会：午後7

時30分

■ところ　市民会館ホール

■講演会　講師：仲健一先生（元十

　日町中学校長）演題「これからの

青少年に対する不安と期待」

■問い合わせ　少年育成センター

　（盈57－8918）へ。

　　　　工業統計調査

　　　　　　　ポスター

■応募資格　制限はありません。

■応募内容　製造業を営む皆さんが

調査への協力を得られる内容。

■応募規格　①A2判縦長（59cm×

42cm）②4色以内③「通商産業省」

　「工業統計調査」「平成2年12月31

　日」の文字を入れる③応募作品の

裏面に「住所」「氏名」「電話番号」

　「職業（学生は学校名）」を入れる。

■応募先　6月30日仕）までに県企画

調整部統計課（〒950　新潟市新光

町4－1智025－285－5511）へ。

　「みんな仲間たち」を合い言葉に、仲間をつくり、心を育てて

いくための学級です。あなた自身の、もう一つの生き方を見つけ

ませんか。お誘い合わせて、どうぞおいでください。

■募集定員　30人程度（郡市内に住

　んでいる心身にハンディを持つ青

年で、30歳ぐらいまでの人）

■開設期間　平成3年3月まで。月

　1回、主に日曜日の昼間に行いま

す。

■ところ　十日町市公民館

■内容まちに出たり、そばづ
　くり体験、レクリエーションやク

　リスマス会など楽しい集いです。

シニア

■その他　ボランティアの皆さんが

お世話をしてくれますので、本人

だけでの参加も心配いりません。

　※一般のボランティアの人を募集

　しています。

■申し込み　自分の宛名を書いたハ

　ガキ11枚を添えて十日町市公民館

　（盈57－5011）へ。電話でも受け

付けます。

募集
　～あなた自身の心のアメニティを見つけに出かけませんか～

●開講式　5月25日㈹午後7時～9時　十日町市公民館

●講師小見美晴先生（エッセイスト）

■開設期間　平成3年3月まで。月

の第3週か4週の月1回。

■ところ　十日町市公民館

■募集定員　25人程度（郡市内に住

　んでいる25歳以上40歳までの人）

■内　　容　参集した皆さんで話し

合って決めます。天神ばやしの歌

い方、現代の女性を知る，、ホーム

パーティーのやり方など楽しい学

習活動やイベントの知識を教えま

す。

■申し込み　5月25日㈹の開講式に

入講料1，000円を添えて十日町市公

民館（智57－5011）へ。受付は随

時で電話でも受け付けします。

ヱ2
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障害者に支給される「各種手当』
　心身に障害を持つ人や、障害児を扶養している保護者に対して支給される手

当には、次のようなものがあります。

種　　　類 内　　　　　　　　　容 支給月額（円

特別児童扶養手当
心身に障害のある20歳未満の児童（施設入所

児は除く）を扶養している保護者に支給
1級43，580

2級29，050

障害児福祉手当
心身に最重度の障害のある20歳未満の児童
（施設入所児は除く）に支給

12，380

十日町市重度心身

障害児福祉手当
心身に重度の障害のある20歳未満の児童（施
設入所児は除く）を養育している保護者に支給

2，000

特別障害者手当
障害基礎年金1級程度の障害を2つ以上持つ、

20歳以上の在宅最重度障害者に支給
22，760

　平成2年2月から、JR等の割引が内部障害者（心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・

直腸・小腸）にも適用になりました。まだ手帳の書き換えが済んでいない人は、

社会福祉事務所においでください。

■問い合わせ　社会福祉事務所援護係（盈内線132）へ。

　　ご協力ください

霧谷埋立地とこみ
ステーションの利用

■霧谷埋立地は、一般廃棄物のうち

不燃物を処理するところです。燃え

るごみや産業廃棄物は持ち込まない

でください。

　また、不法投棄防止のため職員の

いない日曜祝祭日は施錠しておき、

搬入することはできません。

　ごみの不法投棄を発見したときは、

その人からかたづけてもらう一方、

処罰されますから注意してください。

■ごみは必ず自分の町内のステーシ

ョンに、ルールを守って出してくだ

さい。

■問い合わせ　衛生施設組白／盈52

　－3924）へ。

　お気軽にご相談ください

身障・精薄者相談員
◎身体障害者相談員（敬称略）

藤ノ木光雄（高田町3東　盈57－29

91）

齋木　和也（北鐙坂2

田川健次郎（田川町1

大島富子（川治下町1

尾身貴佐雄（錦町2

暦57－4474）

奮57－2802）

奮57－9307）

盈57－9497）

◎精神薄弱者相談員（敬称略）

小島一郎（平盈56－2047）
関口　美枝（昭和町1　智57－9369）

小林　容子（本町7－1盈57－1375）

◎重度障害者巡回相談員（敬称略）

高橋典子（妻有町西1・2盈52－4618）

太田　玲子（馬場1　暦58－2848）

　　参加してみませんカー

朗読の勉強会
　　　　　　　　　　　こ　にしけいどう
　元N　S　Tアナウンナーの小西慧道

さんを講師にお迎えして、楽しみな

がら朗読の勉強会を、次のとおり行

います。

■と　き　6月23日（土）・7月21日（土）・

　9月8日（土）・10月20日（土）

■ところ　十日町市公民館

　少しでも興味のある人は、5月26

日仕）に十日町市公民館で講師の居な

い例会を開きますので、お集まりく

ださい。時間はいずれも午後1時30

分からです。

■問い合わせ　市川能里子（四日町

　中原　盈52－2451）へ。

　忘れないでください

狂犬病予防注射

●　D
●

　対象は、今年4月以降に生後91日

以上に達した犬と、今年まだ狂犬病

予防注射を受けていない犬です。

■と　き　5月19日（土）午前9時30分

　～11時

■ところ　十日町保健所

■持参するもの　印鑑、登録料4，760

　円

■申し込み　十日町保健所（費57－

　2400）へ。

諺　　　　念品が贈られます。　　　　　　　馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度は、昭和15年4月1日から16年3月31日までに結婚されたご夫婦で丸夢

爵

帝

婁苦饗ともに牒婦のきずな
夢

夢　　一金婚　式一夢

壷昭和15年4月1日～16年3月31日
爵

夢までに結婚されたご夫婦です。
爵

ます。どちらも戸籍の届出年月日ではなく、実際に結婚した年月日です。　　帝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢
　いずれかに該当するご夫婦は、おふたりの氏名、年齢、結婚年月日を5月25壷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爵
日㈹までに、町内の嘱託員にお知らせください。　　　　　　　　　　　　　爵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帝
　記念品の贈呈式については、後日本人あてにご案内いたします。　　　　　爵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爵
　　一ダイヤモンド婚式一　　　　■問い合わせ　　　　　　　　　　肇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇
昭和6年3月31日以前に結婚された　　　社会福祉事務所社会係（盈内線1夢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鄭
　ご夫婦です。　　　　　　　　　　　　　36）へ。　　　　　　　　　　　夢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肇

帝帝帝壷壷夢夢爵歯爵爵夢鄭壷夢蜷夢夢壷爵爵壷爵夢夢蜷蜷※夢爵夢壷壷爵夢塵夢壷壷壷夢夢夢夢夢夢壷爵爵爵爵※蜷※夢壷爵夢夢夢壷鄭夢夢爵爵夢壷肇肇
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轍顎鮎レ大会

■と　き　6月3日（日）

■ところ　信濃川運動公園

■種　目　〈壮年の部＞40歳以上の

男子　〈婦人の部＞20歳以上の女

子

■手一ム編成　9人以上15人以内

■抽選会　5月23日（水）午後7時30分

　から総合体育館で行います。代表

者は必ず出席してください。

■申し込み　5月19日（土）までに総合

体育館（盈52－4377）へ。

罐畷馬誌億套
競　技　種　目 会場 期　日

壮年サッカー 見附市 6月17日

女子ソフトボール 長岡市 6月17日

グラウンドゴルフ 栃尾市 6月3日

バウンドテニス 小出町 6月24日

ターゲット・バードゴルフ 守門村 6月10日

ワンバウンドバレーボール ・1・千谷市 7月1日

年齢別テニス 加茂市 7月8日
男女混合ソフトバレーボール 柏崎市 6月24日

年齢別軟式庭球 十日町市 6月3日

ラージボール卓球 川西町 7月1日

年齢別バドミントン 大和町 7月8日

男女混合綱引き 三条市 7月1日

婦人バレーボール 長岡市 5月13日

イ　ンディアカ 塩沢町 6月10日

■問い合わせ　大会要項の詳細につ

　いては総合体育館（盈52－4377）へ。

トレーニング＆フイツ

　　　　カウンセリング

　　　ヘルスパイオニアタウン事

　あなたに合ったトレーニング方法

を教えます。

■と　　き　〈昼の部＞　毎週火曜日

　　　　　　i響翻墜灘難

午前9時30分～11時30分

回　数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目
期　日 5／15 5／22 5∠29 6／5 6／12 6／19 6／26 7／3

〈夜の部＞毎週木曜．日：午後7時30分～9時30分

回　数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目
期　日 5／17 5／24 5／31 6／7 6／14 6／21 6／28 7／5

■ところ

■受講料
■用意する物

■申し込み

総合体育館トレーニング室

無　料（ただし、体力テスト用紙代50円が必要です）

スポーツウェア、屋内シューズ、筆記用具、着替え

総合体育館（盈52－4377）へ。随時に受け付けています。

第6回招待親善高校野球大会
5月27日（日）金沢高校（金沢市）／6月3日（日）東大和高校（東大和市）

■入場券大
■問い合わせ

■ところ　市営笹山野球場

■日　程

　5月27日（日）開会式：午前8時45分

午前9時：金沢高校対十日町高校

正　　午：金沢高校対十日町実業高校

　6月3日（日）開会式：午前8時45分

午前9時：東大和高校対十日町実業高校

正　　午：東大和高校対十日町高校

人：400円、高校生：100円、小・中学生：無料（整理券）

市野球連盟事務局西方勝一郎（上川町盈57－0597）へ。

5月の体育施設無料開放日は26日（土）です
　　　　　　※受付期間　　5月1日（幻～14日（月）

　　　　　　※許可証交付（抽選日）　　16日㈱

第3回新潟県オリエンテーリング大会麟
　　　　　十日町・下条OLコース（JOLC登録コースNα729）

5月27日（日）雨天決行・ロッジ中峰（下条中峰スキー場内）

■集合場所　ロッジ中峰

■受付時間　午前8時30分～9時30

分

■競技形式　スコァO　L

■参加種目　ぐトリムの部〉　①小

学生②中学生③一般④親
子　　（1組の構成人員は3～5人

　とします。2人まで、あるいは6

人以上はオープン参加となります）

　〈個人の部＞　H　A、H　B、N、

　DA、DB、N　（H：男子、D：

　女子、A：経験豊富な人、B：経

験中位な人、N：初心者）

　　　　　日　　程

●初心者講習会　午前9時～IO時

指導者（日本オリエンテーリン

　グ協会1級2級公認指導員）

●開会式午前10時～10時20分
●スタート　午前10時30分

●閉会式午後1時

■参加費　　〈トリムの部＞　大人：

200円、小・中学生：100円

　〈個人の部＞　大人：600円、小・

　中学生：300円（各部とも一・人当

　たりの金額です）当日受付で納入。

　霧『弩㌃儀懲　　　蝿

麟．、叢　醒纐・謹懸

翻、・懸繊、1嚢

躍麟、懸、蟹
・注意事項①コンパスの貸し出し

　は主催者で用意しますが、先着順

　です。②全員障害保険に加入しま

　すが、安全については自分で責任

　を持ってください。

■申し込み5月22日（幻までに、下

　条地区公民館「十日町・下条コー

　ス第3回新潟県O　L協会大会」係

　（費55－2004）へ。（当日も受け

　付けします）
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市役駈ぱ歪『57－3111‘デ948チ歳町3－32です

研作業停電
東北電力㈱十日町営業所魯52－3107

◆5月18日㈹午後1時～3時45分／

　稲荷町3本通｝）、稲荷町4の各一

　部

◆6月4日（月）午前9時～正午／伊達

　1、2、3、4の各一部
◆6月5日（火）午後1時～3時／太田

　島1、2の各一・部

心の健康相談
■と　き　5月22日（幻午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　柳沼医師（五日町病院）

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（盈内線138）へ。

断酒のつどい
■と　き　5月25日㈹午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（費内線138）へ。

国税専門冒募集
　国税庁では、国税専門官（大学卒

業程度）を募集しています。

■受験資格　昭和38年4月2日～昭

　和44年4月1日生まれの人

■受付期間　5月18日（金）まで。

■採用予定数　約700人

ロ問い合わせ　十日町税務署（暦52

　－3181）へ。

川崎病の子どもを

　　　持つ親の会

■と　き　5月20日（日）午後1時～

■ところ　新潟市社会福祉センター

　第5研修室（新潟市八千代1丁目

　5番14号）

■講　師　佐藤勇先生（新潟大学病

院小児科）／演題『最近の川崎病

　の状況』一川崎病の治療方法と検

査方法一

■問い合わせ　　「川崎病の子どもを

持つ親の会」代表　藤巻一司（西

頸城郡能生町1170盈02556－6－25

80）、事務局　渋谷政子（新潟市天

明町12～19盈025－246－1435）へ。

硬　　　　平成2年度　　　婦人技術講習生

■実施場所長岡市ほか県内15ヵ所

臼講習科目　ミシン縫製・ワープロ

　・基礎洋裁・編物

■受付期問　前期5丹7日（月）～21日

（月）後期9月3日（月）～20日（木）

■受講料　無料（ただし、製作用材

料費は3，000円程度）

■問い合わせ　婦人就業援助センタ

ー（新潟市盈025－265－4195）

　中越地区婦人就業援助相談室（長

　岡市盈0258－32－2244）へ。

請求書配りと
　　｛・・　集金日
鴇箏籍’

　　　　　一十日町商工会議所一

月 請求書配り 集　金　日

平成2年5 29日（火〉 31日休）

6 27日㈱ 29日㈹
7 28日（土） 31日（幻

8 29日㈱ 31日働
9 26日㈱ 28日㈹
10 29日（月） 31日困
11 28日困 30日㈲
12 26日㈱ 28日㈹
3年1 29日（幻 31日休）

2 26日（幻 28日（木）

3 27日㈱ 29日働

＝ 交逓安全キャンベーン

幽暴走族を追放しましょう！

　暴走行為は重大事故
　　　　　　　　　　　　　1・し・婆
を発生させたり、夜間　　　　　　・　転

の騒音や日常生活に迷　　7”詞　　1書

　　　　　　　　　　　　　ヤ惑をかけます・みんな舗戦雌
で追放しましょう。　　　　　ナ　支

4月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

平成2年 9（42） 9（57） O（1）

十日町市
平成元年 12（47） 15（53） 1（2）

川西町
津南町
中里村

平成2年 7（12） 7（16） O（O）

平成元年 5（26） 4（31） 1（2）

平成2年 16（54） 16（73） 0（1）

計
平成元年 17（73） 19（84） 2（4）

　　．　出合いがしらに衝突
　ノぢゅぬ

　　塊　　　4月12日（木）午前7時50分ご

　　　　　ろ、下川原町の交差点で68歳

男性の運転する普通乗用車と17歳の女性

の運転する原動機付自転車が出会いがし
　　　　　　　　　　　　　　　　，雨＼
らに衝突し、原付車を運転していた女性獲、

が腰を負傷しました。お互いに交差点付

近では、安全確認をいたしましょう。

通
止
部

交
防
①

間
故
夜
事
法

　
　
■

おもしろアイデアコンテスト

　　　　　①部門別（歩行者・自転車・二輪車・自動車）　②部門別

　にB5サイズの用紙に横書きし、作品全体の特徴・強調したい点・材

質等を記入してください。また、簡単なイラストもそえてください。

③住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号を明記してください。

□応募資格　どなたでも、何点でも応募できます。

■締め切り　6月15日㈹当日の消印まで有効。

■応募先・問い合わせ　夜間交通事故防止おもしろアイデアコンテスト

事務局（〒104東京都中央区築地2－11－10和孝32ビル406号盈03－

544－5303）へ。

　　　新潟県先端技術者養成大学受講生募集

友禅染めとその管理技術コース
■受講資格　県内にある

　中小企業者およびその

従業員で実務経験のあ

　る人

目受講料　12，000円程度

■定　員　15人

■申し込み　新潟県工業

技術センター十日町試

験場（学校町1・盈57

　－1104）へ直接申し込

　んでください。

期　　日 科　　　目 内　　　　　容

7月17日（火）

座
学

染色学 ●友禅染め概論

7月24日（火）

7月31日（火） 材料学
●絹白生地と前処理法

●染料と助剤の性質

8月10日㈹
8月21日（火）

8月28日（火）

9月4日（火）

9月7日㈹
9月8日（土）

実
習

染色加工

技　　術

●手描き友禅染め実技

●新しい助剤の利用

9月18日（火）

9月25日（火）
座
学
管理技術

●染難の発生防止
●染色工場でのパソコン利用
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L一
旧

捗
⑱

　
　
　
⑳

歴
権
の
　
編

態
殻
φ

／唾愉

　　　　β鐙　　礁　 ．塾e．．

　一夢“
いりやま　　さかいざくら

入山の境桜

　
市
内
中
条
の
下
大
井
田
川
の
源
流

域
に
入
山
が
あ
る
。
こ
の
集
落
は
、

戦
後
し
ば
ら
く
一
五
戸
を
維
持
し
て

き
た
が
、
昨
年
を
最
後
に
全
戸
が
里

に
下
り
、
今
は
空
き
家
二
戸
を
残
す

だ
け
で
あ
る
。

　
八
幡
・
五
軒
新
田
か
ら
、
入
山
に

向
っ
て
ニ
キ
。
層
ほ
ど
登
っ
た
あ
た
り

か
ら
、
対
岸
の
山
腹
に
山
桜
の
大
木

が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
毎
年
四
月

二
十
九
日
の
み
ど
り
の
日
ご
ろ
が
満

開
の
状
態
に
な
る
が
、
昔
は
、
こ
の

時
期
を
目
ど
に
、
す
じ
ま
き
を
行
っ

た
と
い
う
。
（
山
本
丑
松
さ
ん
の
話
）

　
こ
の
桜
は
、
花
の
色
が
淡
い
「
カ

ス
ミ
ザ
ク
ラ
」
（
長
岡
科
学
博
物
館
植

物
研
究
室
の
西
山
邦
夫
さ
ん
調
査
）

で
、
樹
形
は
、
地
上
六
〇
独
．
あ
た
り

か
ら
二
本
に
分
か
れ
る
が
、
・
里
側
の

大
枝
が
よ
く
伸
び
約
一
〇
材
に
達
し

て
い
る
。
太
さ
は
、
立
ち
上
り
部
分
の

幹
周
り
が
四
七
八
独
・
〈
直
径
一
五
二

弛
．
）
。
種
名
の
は
っ
き
り
し
た
山
桜

で
は
、
県
下
最
大
級
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
い
り
あ
い
　
ち

　
そ
の
場
所
は
、
入
会
地
か
ら
国
有

地
を
経
て
現
在
は
民
有
地
に
な
っ
た

が
、
国
有
地
時
代
も
入
会
地
と
変
わ

ら
な
か
っ
た
た
め
、
個
人
所
有
に
な

る
ま
で
の
長
い
間
、
入
山
と
里
地
の

争
い
は
激
し
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
中
で
も
宝
永
・
正
徳
（
一
七

〇
四
年
～
一
七
一
六
年
）
の
山
論
（
山

争
い
）
は
、
幕
府
が
裁
定
す
る
ほ
ど

の
大
事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
当
時
、
そ
の
境
に
生
え
て
い
た
一

本
の
若
木
に
、
入
山
・
里
方
の
代
表

が
話
し
合
っ
て
結
び
目
を
作
り
、
目

印
に
定
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
二

八
O
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
両
者
は
こ
の
桜
を
”
境

ザ
ク
ラ
”
と
呼
び
約
定
の
あ
か
し
に

し
て
き
た
と
い
う
。

境に使われたカスミザクラ

一2一

　
か
き
ぞ
め
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
全
国
最
優
秀
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
　
　
こ

　
　
　
　
富
井
裕
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
寿
町
一
・
1
6
歳
）

　
富
井
さ
ん
は
、
朝
日
生
命
厚
生
財

団
が
募
集
し
た
「
第
十
九
回
全
国
児

童
生
徒
か
き
ぞ
め
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
二
年
生
か
ら
塾
に
通
っ
て

八
年
余
り
、
ま
じ
め
に
練
習
に
励
ん
だ

成
果
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
小
学
校
、

中
学
校
時
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
高
の

五
段
位
を
獲
得
す
る
腕
前
で
す
。

　
「
い
っ
し
ょ
に
通
っ
た
仲
間
も
今

で
は
三
人
に
な
り
ま
し
た
。
長
く
続

け
る
の
は
大
変
で
す
が
、
昇
段
試
験

や
位
が
進
む
の
が
励
み
に
な
り
ま
し

た
」
と
、
も
の
静
か
に
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
東
京
で
の
受
賞
式

も
思
い
出
の
一
コ
マ
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
高
校
で
英
語
ク
ラ
ブ
に
入

部
。
将
来
は
、
好
き
な
絵
や
音
楽
、
習

字
が
生
か
せ
る
職
業
に
と
、
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
て

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
毎
・

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

と砺ま妙自然
　　　　　（理科センター）

トキワイカリソウ⑳

　段丘崖や林の縁に見られる高さ

40～60cmの多年草です。

　イカリソウの名は、花が船をζ
　　　　いかり
めておく碇に似ていることに由来

します。

　日本海側に分布する本種は、葉
　　　　　　　　　ときわ
が越冬することから常磐イカリソ

ウの名が付けられました。

　白い花は雪消えを待って咲き、

枝は3本に分かれ、その先に3枚
ずつのハート形め葉を付けます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　
雨
降
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
は

皆
さ
ん
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
か
。

わ
が
家
は
雨
に
た
た
ら
れ
、
結
局
ど
こ

に
も
い
か
ず
じ
ま
い
で
し
た
。
も
っ
ぱ

ら
ビ
デ
オ
と
文
庫
本
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
四
月
の
人
事
異
動
で
、
広
報

を
命
ぜ
ら
れ
て
ー
ヵ
月
。
大
鈴
木
の
十

両
昇
進
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来

事
や
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
取
材
で
数
多

く
の
市
民
の
方
と
お
会
い
し
て
き
ま
し

た
。
取
材
に
行
け
ば
、
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
、
あ
っ
ち
に
う
ろ
う
ろ
、
こ
っ
ち
に

う
ろ
う
ろ
。
原
稿
に
向
か
え
ば
、
一
行

一
字
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
会

い
す
る
と
思
い
ま
す
。
広
報
の
こ
と
も

含
め
、
市
役
所
に
対
す
る
意
見
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
．
①
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